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東京・清瀬市　平成24年11月17日、第二回「飼
い主のいない猫対策セミナー」を開催。 
　きよせ猫耳の会（飼い主のいない猫を考える会）
と清瀬市が共催。（検索キーワード、きよせ猫耳の会）
　世田谷と同様に、飼い主のいない猫でお困りの方と、
飼い主のいない猫を世話している方や地域猫に関心
のある方々が対象で、個別相談会もありました。 
　地域猫活動のすすめ～、をテーマに講師講演は練
馬区の「地域猫対策ボランティア制度（通称）を作
り上げた中心の同区保健所職員石森氏とねこだすけ
工藤が担当。（下の写真）地域猫対策のパネルを展
示しました。 
　同氏はご自宅の周辺に野良猫数頭が湧いて出てし
まい、ねこだすけ工藤に相談したところ「練馬区の
マニュアル通りの対策が有効」といわれたエピソー
ドを話され、その通りにしたところ猫問題が終息に
近付いているとのことで、笑いを誘いました。 
　役所の施策作りと、それに従った一市民としての
実体験は今迄に無い内容のセミナーでした。 

　講師全員参加のトークセッションは、12年と少し前、
第1回新宿にゃんセミの頃に「地域猫」をどうすれば
世間に認めてもらえるのか？「そのためのゲリラ戦
術もあり」などのご提案をいただいていた、動物ラ
イターの加藤先生にコーディネートをお願いしました。
動物愛護に詳しい林弁護士に加わっていただき、地
域猫対策のこれからの課題などについて、掘り下げ
た意見や興味深い情報の交換が行われました。 

飼い主のいない猫対策セミナーin成城、平成24
年11月10日開催。1.飼い主のいない猫の問題でお困
りの方、2.問題解決のために地域で活動に取り組ん
でみようと思う方、3.地域での活動事例や成果につ
いて知りたい方々を対象に世田谷保健所が区内の地
域猫対策チームSLP代表の田矢さん（上の写真）と
協力し、年間2回行っています。ねこだすけ代表工藤
は展示パネルや配布用資料と共に参加しました。 
　野良猫被害・猫を助けたい・町の難問解決、三者
三様の皆さまがそれぞれの立場で参加されました。 
　ボランティア仲間には地域猫の目印として知られる、
耳カット・Vカット・さくらカットなどが、野良猫迷
惑被害を訴える方々には始めての話題でした。 
　猫迷惑側も猫擁護側も、どちらにも根深い被害者
意識が見られるものの、その内容の違いが近隣同志
の行き違いのもとになっていること。解決策は意外
と見つかり易いこと。ご近所の対立の解決を目指した、
具体的な応答や個別相談が会場の撤退時間ぎりぎり
まで行われました。 
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地域猫対策セミナー・開催予定 
　ねこだすけが講演などのお手伝いで参加する、各地の
行事計画です。詳しくはホームページやブログをご利用
ください。 

続 

上の写真はトークセッション。右から新宿区高木優治氏、動物ライター 
加藤由子氏、環境省岸秀蔵係長、東京都栗原八千代係長、林太郎弁護士、 
ねこだすけ工藤久美子。 

第12回新宿にゃんにゃんセミナー（人と猫と
の調和のとれたまちづくりセミナー）が、平成24年
12月1日、ねこだすけ理事で、すみだ地域ねこの会
庄司代表の司会で行われました。新宿区保健所本間
衛生課長の「区内で地域猫対策が浸透している」こ
となどの挨拶の後、環境省動物愛護管理室指導企画
係岸係長と、東京都栗原動物管理係長から、動物愛
護法改正と地域猫対策の関係についてなどの解説が
ありました。新宿区の高木職員とねこだすけ代表工
藤は、地域猫対策12年の歩みなどについて、現場の
立場から報告をしました。 

第二回三鷹地域猫
セミナー　平成24年
12月8日「みたか123
」主催。 
 セミナーの前には、す
ごく緊張した参加者さ
んが必ずいらっしゃい

ますが、地域猫対策の思いを伝えられたのか、帰り
にはほっとした笑顔でご挨拶を交わす方々が大勢です。
　今回の参加総数は約50名とのことですから、地域
密着の普及啓発には丁度の規模と思われます。 
　一般参加の行政担当職員（他自治体）や東京都動
物愛護推進員、市議会議員のほかに、動物愛護など
の活動に実際に関わっている方が多数でした。 
　上の写真は「みたか123」代表牧野さんの御報告。
新宿区保健所高木さんとねこだすけ代表工藤が講師
を勤めました。 






